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マウスやキーボード、タッチパネルなど従来のUIは固く冷たい 

身の回りにある、柔らかなものを入出力インタフェースに 
ベッド、ソファ、絨毯、パジャマなどを入出力インタフェー
スとすることで、遠隔地の知人や情報環境と親密で温もりの
あるインタラクションを行うことを可能とする。 

柔軟物コンピューティング 

p  ソファなど、柔らかな物によるセンシングと状態の理解 
p  カーテンやラグなど、柔らかな物による情報提示と情動の誘発 
p  ぬいぐるみなど、柔らかな物を介した情動を伴うコミュニケーション 



柔軟体によるセンシング・状態理解 

柔軟体による情報提示と情動の誘発 

情動を伴うコミュニケーション 

クッションやぬいぐるみなどの柔軟な日用品に組み込
むことができて、柔軟物体の柔らかさを損なわずイン
タラクションを計測可能なセンサを開発した。 

「フォトリフレクタで綿の密度を計測」 

「今後の展望」 

綿に赤外光を照射したときの
反射光が、綿と綿の間隔の変
化に伴い変化する現象を利用
して、計測を行う。 
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PINOKY：一般的なぬいぐるみの手足、尻尾などの部位を
動かすことができるデバイスで、自分が保持していたぬい
ぐるみに付随する過去の思い出や思い入れを、新たな価値
としてぬいぐるみ型ロボットに付与することで、これまで
にないユーザ体験を提供可能となる。 
Huggy Pajama: 遠隔で抱擁感覚を伝えることができる
服で情動を伝達するものである。今後は小型化を進め、実
用レベルに落とし込む。 

複数点でユーザのインタラクションを計
測することが可能なシステムを構築する。  

Shader Printer:サーモクロミックインクとレーザー
を利用した投影型印刷技術で、複雑な自由曲面に対する
高解像度でかつ半永久的に定着するプロジェクション手
法を提案する。このコンセプトは様々な対象に対して利
用可能であり、靴・バッグ・壁紙・床などの模様を自由
に書き換えすることが可能になる。現在は単色の書き換
えのみだが、今後フルカラー化を進めていく。 
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